




州版大蔵経の刊・印・修についての若干の問題点を指摘し、従来の漢籍を含めた南宋刊本の刊行時期推定の基準の補正に及ぶことを意図した研究の一端である。近刊の佐々木勇氏「宋版一切経東禅寺版に五面の一紙が挿入された理由」 （ 『広島大学 学院教育学研究科紀要』第二部
63号
　
２０１４）など、宋代の刊一切経の の進展は目覚ましいものがある。個人的な関心から着手して既に久しいこともあり、以て福州版大蔵経の書誌的調査 意味するところの一斑を示すものである。調査上 ひとつの関心は、一般的な一括りの基準で 十帖（＋音義一帖、帙・函など
収蔵）を積み上げた時の高さ・一辺（左右）への片寄りである。片寄りは、積み上げることで顕著になる。佐々木氏の指摘は個々の一帖の片寄り 補正という。わたしの関心は、積み上げた際に生じる左右の極端な片寄りの補正にあり、 「 る」作業から齎された問題点を両面刷の方向から指摘してきたこと 連動するも である。　
いまひとつは、補刻・印面（刻工・印造工）の問題であ































梶浦晉氏 「日本現存の 元版 『大般若経』 」 （ 『金沢 庫研究』２９７号
　
１９９６・９）










『大般若経』がある。もとは、鹿児島県志布志市の大慈寺の所蔵といわれ、多くの帖末に福建路按撫司参議官の王伯序が明州（浙江省寧波）奉化県忠義郷の父の祠堂に納めた「大蔵経」 であることをし した、 紹興壬午 （三二、 一一六二）年の施入記が添付（別印）されていることが特徴である。　
大慈寺に「明州王公祠堂本」が将来されたのは十四世紀
後半という。その後流失・散佚し 現在わが国を始め中国・台湾・アメリカ・ドイツ・スウエーデン等に所蔵・保管され、現在およそ五三帖の所在 確認されている。刻工名 東禅寺蔵のそれに一致することから、 「明州王公祠堂本」は紹興三二年に印造された東禅寺蔵本である。 」 （３頁）筆者も既に次の如き記述を行った。　「東禅寺版開雕が元豊三年（一〇八〇）頃「大般若」から始まったとするならば、初印よりおよそ八〇年の歳月を経て刷印されたのが、 王公祀堂本である 八〇年の歳月は、数次に亘る補刻を必要とするに十分な年月であったようである。家蔵『大般若波羅蜜多経』巻一八の印面状況につい
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された。 解説に拠れば、 「東禅寺版では「東禅経生」の名前から、東憚寺版の印刷・製本専門の印造者がいたと考えられる」とし、 「この開元寺版の印造者は所属等が未詳である」とも述べている。　
東禅寺版の印造者は、次の三十名乃至三十二名であり、
林傑、張榮、王賜、陳宥、鄭確、林璋、鄭寔、楊義、鄭永、王愈、葛凱、何思、葛敏、林祐、林俊、鄭保、王恵、王興、林受、何嗣、葛紹、葛■、王口、何似、楊口、林仁 鄭顕 鄭碩 林璟 陳均 鄭昌 李忠








































参考：高野山本は「李忠」 王興」が印造を担当。刻工名は余記（巻４） ・李興（巻５） ・蔡謝（巻６、 醍醐寺目録は「蔡附」と 以降。
本源寺本・東寺本：いずれも「甲午（端平元年




（２０１５・７・３現在） 」を一覧して興味深いのは、最終補刻・施入時期から判断した刷印順序にほぼ重なることである。王公祀堂本の印造担当者名「何文」 「葛昌」 「陳實」の
３名は知恩院本以下に認められない。 「林彦」は知恩院本にのみあり、 「張華」 「陳伸」 「林壽」は知恩院本・高野山本、「王恵」 「鄭保」は知恩院本・ 〔高野山本〕 ・醍醐寺本に存する。 この傾向は、 知恩院本と高野山本にのみ共通する 「韓椿」「謝嵩」 「陳珣」 「李意」 「林生」の５名、 知恩院本・高野山本・醍醐寺本に共通する「王興」 葛敏 鄭寔 楊義 「李忠」「林祐」の６名を列記して、顕著になる。最終補刻期の近接した各蔵においては、東禅寺所属の同一「経生」が多く印造を担当していたことが明瞭になってきたのである。高野山本と醍醐寺本とに共通する経生 「張栄」 林璟 「林俊」の３名が知恩院本以前 なく本源寺本以降にない傾向と軌を一にし、 源寺 と東寺本に共通する経生名「葛 」 「鄭寧」が醍醐寺本以前に認められ 傾向 同じである。おそらく活躍時期は長くて２、 ３０年ということになろうか。「林璋」は知恩院本以降、全てに顔を ぞかせているので、あるいは
40年以上の活躍を想定できるかも知れないが、異
例である（長命の故か、南宋当時の重要な指標となる平均寿命など考慮する要あり） 。明らかに各帖巻頭の題記中の年期とかけ離れた刷印状況 窺われるのである（刷置きいうケースを考慮したとしても、初印・極早印時の刷置きを想定することは難し 。摺置き忘れ〈デッド・ストック〉は除く） 。
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東禅寺版印造記各蔵一覧（未見分：薬師寺蔵本加える）
王公祀堂本 知恩院本 高野山本 醍醐寺本 本源寺本 東寺本
王恵 王恵 王恵 王恵 王恵











葛紹 葛紹 葛紹 葛紹
葛政 葛政
葛同 葛同 葛同





















鄭保 鄭保 鄭保 鄭保
































































































































見返しナシ、内題（千字文） ： 「 （破損）
　　　　
」 、










































































































































































































































「卓立」 「了宗」 「李興」 「林用」 「林用」 「謝感」 「陳六」 「呉宥」 「丁思」などは、印面が悪くもなく良くもない「普通」の範囲（ 「陳六」は紹興２８年頃を活躍期とする刻工）に入る部類である。王公祀堂本『大般若波羅蜜多経』巻第二百三十七に認められる「陳正」の如く印面悪のものは殆どないか、尠いの 蔡純 は、 醍醐寺本で補刻になっているが、「普通」に近いものもある。 「蔡純」は極く初期の補刻葉に認められる刻工名で、他のほとんどは、ほぼ紹興年間後期、乃至それを若干遡る頃の刻工ではないか。 「陳六」が尾題
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近く 「紹興二十八年」 慧明勧縁の施財刊語 （埋め木ではない、と判断した）を有する『増壹阿含經』巻第三十一の１３板補刻葉を担当していることを以てしても、 「紹興二十八年」前後乃至それ以降の刻工である、としてほぼ誤らないのではないか。　
また、尾題を有する最後尾の板に刻工名を認めることの
できない帖が想外に多い。しかも磨滅甚だしく 補刻を必要とするものが少なくない。このことは、王公祀堂本のケースにも云えることで、おそらくは 名を持たない状態が原刻に近いと う推測を可能にする（既に憶測は記したこと ある） 。王公祀堂本に認めら る刻工名「葉通、丁紹、林受、郭寧、鄭球、用元」は印面普通か、やや良、清爽〈刻工は、郭寧、林受、鄭球など〉の状態である。龍門文庫本に見るように「蔡純」のみ印面「やや悪」であり、知恩院本の「蔡純」も同様である。 「陳正」は 薬師寺蔵本を書影で見る限り印面は「普通」か やや「清爽」である。二、 三十年後の板木に磨滅 顕著 なって よう ある。　
王公祀堂本・知恩院本・醍醐寺本に認められる刻工名の
多くは（個々に要検討ではあるが） 葉のものではく補刻葉のものであり、字音釈 函担当の刻工名を刻した音義もまま混じるが、その刻工名は補刻の際の版下注記を刻したもの、と考えてみてもよい ではないか。
　
刻工「葉通」 「丁紹」 「林受」 「郭寧」 「鄭球」 「付及」 「王















































































































































































印造工は、 「王賜」 「王愈」 「王恵」 「葛敏」 「林祐」 「林傑」 「林
璋」 「何嗣」 「鄭保」の面々である。東禅寺版印造記一覧稿を参照すると、王公祀堂本・知恩院本・ 〔高野山本〕に共通する印造工名は「王恵」 「鄭保」 、知恩院本・高野山本に共通する印造工名は「葛敏」 林祐 「林璋」であり、 「王賜」「王愈」 「林傑」 「何嗣」など多くは醍醐寺本に初めて登場する印造工たちである。　
刻工名は、 「傳文」 「傳安」 「葉元」 「葉平」 「葉住」 「葉叢」





















































































































































































した「中村菊之進」氏 「古経目録」に拠り、四点の王公祀堂本を加えておく（梶浦晉氏 御厚意に拠 ） 。なお刻工名一字名は省く。○『大般若波羅密多経』巻４５印造： 「何文印造」　　
刻工名「余記」 「余奴」
○同経巻１４４
　
印造： 「丁慶印造」
　　
刻工名「葉安」 「林安」
○同経巻１４５
　
印造：ナシ
　　
刻工名「陣雄」
○同経巻２１３
　
印造： 「韓椿？印造」
○同経巻２９７
　
印造：ナシ
　　
刻工名「丁思」 「唯道」
　　　　　
＊
　　　　　
＊
　　　　　
＊
　
本稿もまた平成２７年度科学研究費・基礎研究（Ｂ） 〈課
題番号：２６２８４０４０〉の助成による成果であることを附記する。
（まきの
　
かずお・実践女子大学教授）
